
久留米普及指導センター          令和６年 １月 ２６日 

活動情報     Ｎｏ．２２ 

 

 

 

 

 久留米普及指導センターでは、うきは市やJAにじ等の関係機関と連携して果樹、

野菜、花きの園芸品目に関する将来の営農意向調査を実施し、園地やハウスの情報を

電子地図化して共有しています（水土里
み ど り

情報システム（F
えふ

-
－

cloud
く ら う ど

）：福岡県土地改良

事業団体連合会）。この取組みによって、高齢化等による規模縮小予定の園地等を新

たな担い手へスムーズに引き継ぐことで、既存生産者の規模拡大や新規就農者の定着

促進を図っています。 

 １月１５日、うきは市吉井町の屋部地区果樹生産者１７名を対象に、営農意向を反

映した園地マップを活用し、屋部地区の将来ビジョンについて検討会を開催しました。 

検討会では、屋部地区における後継者の有無や鳥獣害被害の現状等を踏まえた上で

地域の将来について意見交換を行いました。 

 参加者からは、「山の荒廃果樹園は山林に戻しては？」「地域をコンパクトにして

鳥獣害対策を実施していく必要がある。」「生産者ごとにではなく、地域の皆で地域

の将来について考える必要がある。この検討会は定期的に実施したい。」等、様々な

質問や意見が出ました。 

久留米普及指導センターでは、今後も関係機関と連携しながら地域の将来ビジョン

の検討を支援し、地域農業の維持拡大に取り組んでいきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

     営農意向を反映した地図情報を確認しながら意見交換を行っている様子 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101.html 
 

果樹畜産課  果樹係 

— 園地マップを活用した集落の意識醸成— 

 

うきは市で果樹産地の将来ビジョンを考えました。 
 


